
 

ホクコーＭＲ．ジョーカー○RＥＷ 
■種 類 名：シラフルオフェン乳剤 
■有効成分：シラフルオフェン -------------------------------------------------------- 19.0% 
■PRTR法指定物質：ポリオキシエチレンアルキルエーテル［第１種］ ----------- 3.0% 

■登録番号：第18973号 
■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)  
■登録初年：1995.04.26 
■性    状：類白色乳濁液体 
■有効年限：４年 
■包    装：500ml×20本、5㍑×4缶 

【特長】 

 有機ケイ素系殺虫剤でピレスロイド様の殺虫活性を持つ。 

 稲のウンカ類、ヨコバイ類、鱗翅目害虫、イナゴ類、カメムシ類まで、稲に発生するほとんどの害虫に効果を示す。 

 地上散布、無人ヘリコプター散布でも使用可能。 

 大豆、休耕田のカメムシ類に適用がある。 

【適用内容】（2015年 10月末日現在） 

作物名 適用場所 適用害虫名 希釈 
倍数 使用液量 使用時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用 
方法 

ｼﾗﾌﾙｵﾌｪﾝ
を含む 
農薬の総 
使用回数 

稲 
－ 

ウンカ類 
ツマグロヨコバイ 
カメムシ類 
イナゴ類 

500倍 25㍑
/10a 

収穫 14日前 
まで 

２回 
以内 

散布 

２回以内 

2000倍 60～150 
㍑/10a コブノメイガ 

フタオビコヤガ 
ウンカ類 
ツマグロヨコバイ 
カメムシ類 
コブノメイガ 16倍 0.8 ㍑

/10a 

無人ﾍﾘｺ
ﾌﾟﾀｰに
よる 
散布 

だいず カメムシ類 
ハスモンヨトウ 

じゅんさい じゅんさい田 ジュンサイハムシ 
マダラミズメイガ 

2000倍 60～150 
㍑/10a 

収穫前日 
まで 

散布 水田作物 
畑作物 

（休耕田） 

ﾖｼ､ｵｷﾞ､ｽｽｷ､ｾｲ
ﾀｶｱﾜﾀﾞﾁｿｳ等の
多年生雑草が
優占している
休耕田 

カメムシ類 － 

 

【効果・薬害等の注意】 

 使用前によく振ってから使用すること。 
 本剤を希釈倍数500倍で散布する場合は、所定量を均一に散布できる乗用型の速度連動式地上液剤少量散布装置を使用すること。 
 あぶらな科作物、レタス、及び展葉期から落花期のなしにかかると薬害を生じるおそれがあるので、かからないように十分注意して散

布すること。 
 蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにすること。 
 ミツバチに対して影響があるので、以下のことに注意すること。 
 ミツバチの巣箱およびその周辺にかからないようにすること。無人ヘリコプターによる散布でそれらに飛散するおそれがある場合

には使用しないこと。 
 関係機関(都道府県の農薬指導部局や地域の農業団体等)に対して、周辺で養蜂が行われているかを確認し、養蜂が行われている場合

は、関係機関へ農薬使用に係る情報を提供し、ミツバチの危害防止に努めること。 
 本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないよう注意し、特に初めて使用する場合は、病害虫防除所等関係機関の

指導を受けることが望ましい。 

【安全使用上の注意】 
 魚毒性等：水産動植物(甲殻類)に影響を及ぼすので、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意して使用すること。 

使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使いきること。散布器具及び容器の洗浄水は河川等に流さないこと。また、空容器は水産動

植物に影響を与えないよう適切に処理すること。 
 保管：直射日光を避け、なるべく低温な場所に密栓して保管すること。
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